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イラン⑧ダマバンド火山の切手

倮�

テヘランの街の北にはカスピ海との問にあるエルブ

ルズ山脈が迫っている.テヘランは海抜約1,300mであ

るがエルブルズ山脈は海抜約3,000mの山が続きその

幅は約100㎞東西の長さは1,000㎞に達する.その

エルブルズ山脈のほぼ中央部テヘランからみると北東

東方約150㎞の所に海抜5,670mの円錐形をしたダマ

バソド火山カミそびえている.丁度テヘランの街の東部か

らよく見えるアジアでは孤立した珍しい火山である.

エルブルズ山脈の地層は後期前カンブリア時代のもの

から始新世のものにまでにわたりその間にいくつかの

間隙が認められる.後期カンブリア紀にすでに第1回

の変動があった.その次は後期デボン紀から始った堆

積は前期石炭紀まで一部では中期二畳紀まで続いた.

第3のサイクルは三畳紀から始まり始新世には造山運

動により広く削剥され中新世以降の地層は見られな

い.始新世から玄武岩や安山岩の活動がみられる.

ダマバソド火山はエルブルズ山脈の中央部分に深く刻
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み込まれた基盤岩類の上にそびえる新潮の火山である.

火山の基底直径は約20km比高は約2,500mを示す･

歴史時代に活動した記録はたいが頂上には直径250m

深さ20-30mの火口があり麓には温泉が湧出したり

火口からは噴気が認められる.火口内の火山円錘丘の

一部は1889年に登頂した人は雪を融かずに充分たほど暖

かかったと報告している.山体はほとんど侵食を受け

ていたい.第四紀後期に形成されたものであろう.

その一つの証拠は初期の溶岩が凹凸のある基盤を覆っ

た際に各所で河をせき止めた.その際の河岸段丘堆積

物中の植物遺体の1壬C年代として38,500年の値が得られ

ている.これがダマバソド火山南部の溶岩と関りある

ものと考えられている.

ダマバソド火山は溶岩の方が砕屑物より多い.溶岩

はかんらん石粗面玄武岩に始まり組成は次第に酸性に

向って行く.粗面安山岩と粗面岩が山体の大部分を作

っている.採集検鏡分析された岩石として以下のもの

がある.

角閃石含有黒雲母普通輝石粗面安山岩(S:O.56.4%)

かんらん石含有黒雲母普通輝石粗面安山岩
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紫蘇輝石含有黒雲母普通輝石粗面岩(SiO.62.1%)

角閃石含有黒雲母普通輝石粗面岩(SiO･61.3%)

角閃石含有輝石斜長石粗面岩(SiO.60.4%)

主にALLENBACHP.(1966)による.�


